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ラーはこのようなムハリルの行為を呪い、その職業は
厳しく非難される。































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































94 CIAS Discussion Paper No. 62 『カラム』の時代Ⅶ──コラム「千一問」にみるマレ ・ームスリムの宗教実践
A.243
　遺体を運ぶ時に、ズィクル、アッラーへの賛辞や
コーラン、預言者ムハンマドを讃える詩などを大声
で、あるいはゆっくりと読誦することは預言者ムハン
マドの時代に行われたことはなく、また教友らやター
ビウーン［教友らから直接教えを受けた第二世代のイ
スラム教徒］、4人のイマームらも行ったことはない。
よって、そのような行為は悪しきビドアであり、我々
すべてのイスラム教徒は避けなくてはならない。預言
者ムハンマドが遺体を運ぶ時に守っていたのは、アッ
ラーのご加護の元へ戻った死者のことを考え、静かに
黙ってズィクルを念じ、自分もいずれその場所へ戻る
ことと自覚することである。
　また、使徒ムハンマドのお言葉により命じられてい
ることは次の通りである。
「ザイド・イブン・アルカムは伝えている。使徒ムハ
ンマドはおっしゃった。最も高貴なるお方アッラー
は、以下三つの際に沈黙を守ることを好まれる。それ
は、コーランを読む時、戦場での危機的状況の時、そ
して遺体を運ぶ時である」（タブラニの伝承によるハ
ディース）
　もうひとつハディースを挙げる。
「アブ ・ーフライラは伝えている。預言者は次の三つ
の状況の際に大声を出すことを嫌う。すなわち、遺体
を運ぶ時、ズィクルの時、そして戦闘の時である」（ア
ブ ・ーダウードの伝承による真正ハディース）。
　さらにもうひとつ挙げる。
「イブン・ウマルは伝えている。声をあげて遺体を運
ぶことを神の御使いは禁じたと聞いた」
　以上の説明で、この作り事を根絶できることを願う。
Q.244（025-02）
なぜ多くの人が共産主義を非難し、その思想と戦うの
でしょうか。
A.244
我々イスラム教徒にとって、共産主義思想が物質主義
のみにもとづくものであることは明らかである。個人
の権利と能力を奪い、イスラムの教えに反するもので
ある。
　物質主義だけを規範とするということは、神の力の
存在を否定することを意味する。なぜなら、彼らの考
えでは「宗教の思想は単なる賛辞に過ぎない」からで
ある。彼らの考えでは、この世で起こることは全て自
然現象であり、そこに神の力は存在しない。しかし、彼
らは次のことを忘れている。例えば、もし一脚の椅子
を見れば、我々はすぐにそれを作った人がいること
が頭に浮かぶ。同じように、我々にも創造主が存在す
るのである。すなわち、至高なる讃えられるべきお方
アッラーである。
　また、共産主義のもとでの個人の権利についていえ
ば、個人の権利は廃止される。彼らは産業の共有化の
政策をとり、防衛とともに国の権利とする。共産主義
がもたらした惨劇について、ここマラヤで出版された
著作から見聞きできる。そこでは、彼らは自分たちの
理想を実現するため殺害や流血という暴力的手段を
行使する。それにより、彼らの地域を支配し、彼らの
思想を植え付けるのだ。もし、他国でこのような行動
をとったならば、今後彼ら自身が権力を手中に収めた
ら、彼らはさらになる暴挙に出て、さらに恐ろしいこ
とになるだろう。
　また、共産主義はイスラムの教えにも反する。イス
ラムの教えでは、アッラーが創造したこの世界におい
て真面目に、熱心に繁栄を追求することを人々に奨励
し、怠惰な人間を厳しく非難する。しかし、人が財を
成した際はザカート・ハルタの支払いが義務づけられ
ている。それはとりわけ貧者や困窮者に、そして一般
には社会福祉のために分配される。他にも、同胞を助
けるために寛大にサダカを与えることを奨励してい
る。これにより、人類の状況や性質に応じて、自身の努
力によって利益を得る自由が公平に与えられる。以上
が、多くの人が共産主義思想を非難する理由である。
Q.245（025-03）
友情を長続きさせるにはどのような方法があります
か。
A.245
友情を長続きさせる方法は、両者が多寡なく分け合う
こと。相手にこびるのではなく、お互い助言し合うこと
である。意見の対立があった時は、自分の考えだけに
従って相手に自分の意見を強要してはならない。もし
友人の考えが適切で、また宗教の命令に反する行いを
もたらすことがなければ、その考えを受け入れればよ
い。もし友人のためにその希望に従うと背信行為を行
うことになるなら、関係を続けてはならない。なぜな
ら、災難をもたらすからだ。よく注意して友人を選びな
さいという老人たちの格言があるが、もし善良な人と
友人になれば、多かれ少なかれ自分も善良になれるし、
もし盗人と友人になれば、多かれ少なかれ自分も盗人
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になる。よって、親交を結ぶべき友人とは、よいことを
もたらし、許容し合うことを知り、笑っている時でな
く、苦しい時に来てくれる友人でなければならない。
Q.246（025-04）
［キリスト教の］司祭あるいは［仏教の］僧侶などといっ
た異教徒に、イスラム教が他の宗教より優れていると
はどういうことかと聞かれたとします。コーランの節
を参照して答えても、彼らに信じてもらえなかった場
合、どのような方法をとったらいいでしょうか。
A.246
まず、一番いいのは彼ら異教徒と向き合う人が、彼ら
の言葉を理解できることである。彼らの言語が理解で
きれば、より議論がしやすくなる。次に、彼らにコーラ
ンの節の文言について説明するのではなく、まずはア
ダムの時代から遡り、神が創造した宗教の伝承をひと
つひとつ説明する（経典の民である異教徒に聞かれた
場合）。もしゾロアスター教徒に聞かれた場合は、合理
的かつ丁寧に説明し、強要してはならない。ひとつひ
とつ合理的に説明した後、今度は神の律法がどのよう
にしてイスラムへと集約されたかを彼らに説明する。
そうして初めて、イスラム法及び神の命令の一部をひ
とつひとつ説明するのである。それらは紛れもなく理
にかなっており、正常な理性の持ち主ならば逆らうこ
とができない。「宗教は聡明な人のためにある」という
使徒ムハンマドの次の言葉を思い出すといい。
Q.247（025-05）
健康な夫を持つ99歳の女性がいました。人間の常識と
慣例からして、その女性が子供を生むことはありえま
すか。
A.247
ありえる。シティ・サラの例を見るといい。彼女は既に
年老いて、子供をつくることをあきらめていたが、閉
経したにもかかわらず神から子供を授かった。よって
不可能なことはない。
Q.248（025-06）
英語を勉強するのとアラビア語勉強するのとでは、ど
ちらがより役立ちますか。
A.248
もし宗教に基づいた回答をするなら、より重要なのは
アラビア語である。なぜなら、この言語を理解できれ
ば、より広い宗教上の知識を深めることができるから
だ。とりわけ、非常に重要となるコーランの内容を勉
強することができる。しかし、もし質問者が単に世俗
に関して尋ねているとしたら、現在の状況にみると、
今の時代、我々の生活にとって英語は非常に有用であ
る。それゆえ、ウラマーであろうと庶民であろうと、両
方の言語を理解することが不可欠である。それによっ
て見識を広げることができ、また、一般的な議論、さら
に宗教の知識について他の民族と意見を交換するこ
とができるのである。
Q.249（025-07）
もともと月経がない女性が夫と離婚した場合、その女
性がエッダを待たなかったら法的にはどうなります
か。
A.249
その女性はイッダを完遂するまでは再婚してはなら
ない。エッダは、離婚の場合は3ヶ月、死別の場合は4ヶ
月と10日である。
Q.250（025-08）
なぜ村落の老人は、金曜の早朝に孫が家の掃除をする
ことを禁ずるのでしょうか。
A.250
それは一部の地域の老人たちが行っている慣習で、他
の地域では行われていない。そのようなことは単に彼
らがそう信じているだけである。彼らになぜかと尋ね
ると、タブーだからと言うが、実際にはイスラム教が
掃除を禁じることはなく、それどころか自分自身や家
などを清潔に保つよう命じている。
